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ことを明らかにしている。 
第３章では、２章の結果を踏まえて Fe に着目し、ステンレス鋼製るつぼ中での
AZX912 合金の溶解実験より、合金中に混入した Fe の濃度に及ぼす溶解温度の影響、
および Fe 濃度と合金の耐食性の関係を調べている。その結果、高温の 730℃では保持







第４章では、ステンレス鋼容器から AZX912 溶湯中に Fe が混入するプロセスについ
て調べている。730℃での加熱実験後のステンレス鋼容器表面には、Feの酸化物および





























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に対して、論文審査委員から「溶解るつぼにニッケルを含まないステンレス鋼
を使用した理由」、「不純物としてケイ素が合金中に混入した原因」、「合金の鉄濃度
が 100ppmを越えると腐食速度が増加した理由」、「表面処理鋼板を溶融合金に長時間
浸漬させた理由」等について種々の質問があったが、いずれも著者によって適切な回答
がなされ、質問者の理解が得られた。また、公聴会においても、多数の出席者があり、
種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
